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参　考
1）　水素供給・利用技術研究組合（HySUT）プレス発表：http://www.meti.go.jp/press/20110113002/20110113002-2.pdf
2）　福岡水素エネルギー戦略会議ホームページ：http://www.f-suiso.jp/
　通常、化石燃料による燃焼反応ではCO2 が発生
するが、水素はCO2 を排出しない燃料ガスである
ことから、低炭素社会の燃料として注目されている。
　水素供給・利用技術研究組合（HySUT）は、経済産
業省の「水素利用社会システム構築実証事業」の補
助を受け、2011 年 1月、世界で初めての水素社会
システムの実証試験「北九州水素タウンプロジェク
ト」を、北九州市東田地区で開始した1）。この試験で
は、製鉄所で副生した水素ガスに、都市ガス同様の
付臭処理を施した上で街区に埋設した水素管を経由
して家庭や民生施設に供給する。需要端では、複数
の 1 kW～100 kW級燃料電池や給湯器により電気と
温水に転換して利用する。また、燃料電池アシスト
自転車やホームセンターで使用する燃料電池フォー
クリフトなどのカートリッジ（水素吸蔵合金を用い
たもの）への水素充填も行う（図表）。現在市販され
ている都市ガス・プロパンガス仕様の家庭用燃料電
池は、供給ガスから水素を取り出すための改質器を
内蔵している。水素仕様の燃料電池では改質器が不
要となり、燃料電池が小型化できる利点がある。
　このプロジェクトの最も大きな意義は、あらゆる
角度から一般社会で水素が安全に利用可能であるこ
とを、社会に対して実証していくことである。水素
は他の可燃性ガスと比べて、漏洩した場合に爆発を
生じる空気中濃度範囲（爆発限界）が広く、着火エネ
ルギーが小さいなどの性質を持つため、取り扱いに
慎重を要する。そのため、水素の供給システムは、
これまでは製鉄所や化学工業などの管理体制の整っ
た工場内などに限られてきた。今回は、これを一般
社会に展開するに当たり、様々な措置がとられてい
る。例えば、漏洩の可能性のある配管接続部をもつ
メータや活性炭脱臭器などを 1つの収納箱に納め、
中に漏洩検知器を設置して遠隔監視する対策を施し
ている。水素カートリッジの充填装置は、専門知識
がなくても扱えるよう配慮されている。また、埋設
管には、道路工事の振動を検知する光ファイバーを
管に平行して設置している。
　なお、2011 年度の実証試験は福岡県の産学官連係
組織である「福岡水素エネルギー戦略会議」の支援事
業2）として実施される。また、同地区は、2010 年度
から 2014 年度まで全国 4箇所で行われるスマート
グリッドの実証試験地域にも選ばれており、水素を
含めた総合的な地域エネルギーシステムの検証が行
われることになっている。
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　世界初の水素社会システムの実証プロジェクトが北九州市東田地区で開始された。製鉄所で副生し
た水素に都市ガス同様の付臭処理をして、街区に埋設した水素管を経由して家庭や民生施設に供給し、
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扱いに慎重を要する。漏洩検知器を設置して遠隔監視する対策など様々な措置がとられており、一般
社会で水素が安全に利用可能であることを実証していくことがプロジェクトの意義である。同地区は
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